
有効数字の問題演習

基本

「求める量＝出題文中の値の関数」

となるように計算式を作ること。
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(1) クーロンの法則より

出題文中の値の関数にする。

通常は教科書通りに有効桁数を決めるが、
試験問題では出題文中の指示を優先する。

（異なることも稀にあるので、問題を探してみてください。）
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糸の張力と
クーロン力、
重力の三つの
力のつり合いより

○

○

出題文中の値の関数にした方が良いが、

Fは求めてあるので、これでも良い。

関数はどの桁まで有効か確かめること。
（対数関数など計算してみてください。
きっと、大発見！？ します。）


